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。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
質
問
主
意
書
の
答
弁
書
作
成
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
四
及
び
五
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
超
過
勤
務
は
、
公
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の

時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
命
令
（
以
下
「
超
過
勤
務
命
令
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
超
過
勤
務
命
令
に
従
い
勤
務
し
た
時
間
に
対
し
て
は
、
超
過
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

質
問
主
意
書
の
答
弁
書
作
成
及
び
野
党
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
資
料
要
求
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
各
府
省
に
確
認
し
た
限
り

に
お
い
て
は
、
超
過
勤
務
命
令
に
従
い
勤
務
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
す
る
超
過
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
て

い
な
い
事
例
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
超
過
勤
務
命
令
に
従
い
勤
務
し
た
時
間
に
対
し
て
、
超
過
勤
務
手
当
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
六
条
の
規
定
等
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
、
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
規
定
等
に
従
い
、
質
問
主
意
書
に
対
す

一



る
答
弁
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
十
六
年
八
月
及
び
平
成
十
八
年
六
月
の
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に

お
け
る
質
問
主
意
書
制
度
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ
て
以
降
は
、
当
該
合
意
も
踏
ま
え
て
答
弁
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

野
党
か
ら
の
各
府
省
に
対
す
る
資
料
要
求
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
本
年
九
月
十
二
日
の
自
由
民
主
党
国
会
対
策
委
員
会
か

ら
各
府
省
へ
の
依
頼
を
踏
ま
え
て
情
報
提
供
を
行
う
か
否
か
、
ま
た
、
い
つ
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
の
大
臣
の
責
任

の
下
で
、
適
時
適
切
に
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
委
員
会
か
ら
の
こ
の
依
頼
は
、
野
党
か
ら
の
資
料
要
求
に
関
し
て

の
も
の
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
資
料
要
求
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
内
閣
官
房
長
官
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
会
議
録
上
こ
れ
ら
の
発
言

の
直
後
の
発
言
も
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
を
現
時
点
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


